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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】所望の断面を正確に得ることができる超音波診
断装置を提供する。
【解決手段】超音波診断装置１は、超音波プローブ１１
と、画像生成回路１４０と、算出機能１７１と、出力制
御機能１７２とを備える。超音波プローブ１１は、被検
体Ｐの２次元領域に対する超音波走査を行う。画像生成
回路１４０は、２次元領域に対応する超音波画像データ
を生成する。算出機能１７１は、異なるタイミングの超
音波走査により生成された複数の超音波画像データから
それぞれ検出される構造物の特徴量をそれぞれ算出する
。出力制御機能１７２は、算出機能１７１によって算出
されたそれぞれの特徴量の比較結果に基づく情報を出力
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の２次元領域に対する超音波走査を行う超音波プローブと、
　前記２次元領域に対応する超音波画像データを生成する画像生成部と、
　異なるタイミングの超音波走査により生成された複数の超音波画像データからそれぞれ
検出される構造物の特徴量をそれぞれ算出する算出部と、
　前記算出部によって算出されたそれぞれの特徴量の比較結果に基づく情報を出力する出
力制御部と
　を備える、超音波診断装置。
【請求項２】
　前記出力制御部は、前記比較結果として、前記特徴量の増減の程度を示す増減情報を出
力する、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記出力制御部は、前記増減情報を表す画像を表示する、請求項２に記載の超音波診断
装置。
【請求項４】
　前記算出部は、前記特徴量として、前記被検体の心臓の心尖を通る左心室の長軸の長さ
を算出する、請求項１～３のいずれか一つに記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記算出部は、前記特徴量として、前記被検体の心臓の心尖を通る左心室の長軸の長さ
、及び、当該心臓の心尖を含む輪郭の曲率に基づく値を算出する、請求項１～３のいずれ
か一つに記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記算出部は、前記被検体から検知される心電信号に基づいて、予め決められた心時相
の前記超音波画像データを特定し、特定した超音波画像データから前記特徴量を算出し、
　前記出力制御部は、前記心時相の特徴量同士の比較結果に基づく情報を出力する、請求
項１～５のいずれか一つに記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記算出部は、前記超音波画像データから心臓の弁輪及び心尖の位置を検出し、検出し
た弁輪及び心尖の位置に基づいて、前記長軸の長さを算出する、請求項４又は５に記載の
超音波診断装置。
【請求項８】
　前記出力制御部は、前記複数の超音波画像データのうち少なくとも３つの超音波画像デ
ータにそれぞれ対応する画像を同時に表示する、請求項１～７のいずれか一つに記載の超
音波診断装置。
【請求項９】
　前記同時に表示された画像のうちいずれか一つを選択する指示を操作者から受け付ける
と、受け付けた指示により選択された画像に対応する超音波画像データを所定の記憶部に
格納する格納部を更に備える、請求項８に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記出力制御部は、前記同時に表示される画像のうち、当該画像に対応する前記超音波
画像データの前記特徴量が最大である画像を強調表示する、請求項８又は９に記載の超音
波診断装置。
【請求項１１】
　前記出力制御部は、前記被検体から検知される心電信号に基づいて、前記同時に表示さ
れる画像の心周期を同期させる、請求項８～１０のいずれか一つに記載の超音波診断装置
。
【請求項１２】
　前記算出部は、第１の断面に対応する前記超音波画像データである第１の超音波画像デ
ータから検出される構造物の特徴量である第１の特徴量と、前記第１の断面に概直交する
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第２の断面に対応する前記超音波画像データである第２の超音波画像データから検出され
る構造物の特徴量である第２の特徴量とを算出し、
　前記出力制御部は、前記第１の特徴量及び前記第２の特徴量の比較結果に基づく情報を
出力する、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　前記算出部は、前記構造物の第１の特徴量として、前記第１の超音波画像データから検
出される心臓の長軸の長さである第１の長軸長と、前記構造物の第２の特徴量として、前
記第２の超音波画像データから検出される心臓の長軸の長さである第２の長軸長とを算出
し、
　前記出力制御部は、前記第１の長軸長及び前記第２の長軸長のうち長い方又は短い方の
超音波画像データを強調表示する、請求項１２に記載の超音波診断装置。
【請求項１４】
　２次元アレイプローブであって、第１の断面で超音波走査を行うとともに、前記第１の
断面に概直交する第２の断面で超音波走査を行う超音波プローブと、
　前記第１の断面に対応する第１の超音波画像データと、前記第２の断面に対応する第２
の超音波画像データとを生成する画像生成部と、
　前記第１の超音波画像データから検出される構造物の第１の特徴量と、前記第２の超音
波画像データから検出される構造物の第２の特徴量とを算出する算出部と、
　前記第１の特徴量と前記第２の特徴量との差異が小さくなるように、前記第１の断面又
は前記第２の断面の位置を変更した超音波走査を前記超音波プローブに行わせる走査制御
部と、
　を備える、超音波診断装置。
【請求項１５】
　前記算出部は、前記構造物の第１の特徴量として、前記第１の超音波画像データから検
出される心臓の長軸の長さである第１の長軸長と、前記構造物の第２の特徴量として、前
記第２の超音波画像データから検出される心臓の長軸の長さである第２の長軸長とを算出
し、
　前記走査制御部は、前記第１の長軸長及び前記第２の長軸長のうち、前記第１の長軸長
が短い場合には、前記第１の断面の位置を変更した超音波走査を前記超音波プローブに行
わせ、前記第２の長軸長が短い場合には、前記第２の断面の位置を変更した超音波走査を
前記超音波プローブに行わせる、請求項１４に記載の超音波診断装置。
【請求項１６】
　前記第１の特徴量及び前記第２の特徴量の比較結果に基づく情報を出力する出力制御部
を更に備える、請求項１４又は１５に記載の超音波診断装置。
【請求項１７】
　前記算出部は、被検体から検知される心電信号に基づいて、予め決められた心時相の前
記第１及び前記第２の超音波画像データを特定し、特定した前記第１及び前記第２の超音
波画像データのそれぞれから前記特徴量を算出し、
　前記出力制御部は、前記心時相の特徴量同士の比較結果に基づく情報を出力する、請求
項１６に記載の超音波診断装置。
【請求項１８】
　前記出力制御部は、前記画像生成部によって生成された前記第１及び前記第２の超音波
画像データのそれぞれに基づく画像と、過去に生成された前記第１及び前記第２の超音波
画像データのそれぞれに基づく画像と同時に表示する、請求項１６又は１７に記載の超音
波診断装置。
【請求項１９】
　前記出力制御部は、被検体から検知される心電信号に基づいて、前記同時に表示される
画像の心周期を同期させる、請求項１８に記載の超音波診断装置。
【請求項２０】
　超音波プローブによって超音波走査が行われた被検体の２次元領域に対応する超音波画
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像データを生成し、
　異なるタイミングの超音波走査により生成された複数の超音波画像データからそれぞれ
検出される構造物の特徴量をそれぞれ算出し、
　算出されたそれぞれの特徴量の比較結果に基づく情報を出力する
　処理をコンピュータに実行させる、制御プログラム。
【請求項２１】
　２次元アレイプローブである超音波プローブによって超音波走査が行われた第１の断面
と、前記第１の断面に概直交する第２の断面とについて、前記第１の断面に対応する第１
の超音波画像データと、前記第２の断面に対応する第２の超音波画像データとを生成し、
　前記第１の超音波画像データから検出される構造物の第１の特徴量と、前記第２の超音
波画像データから検出される構造物の第２の特徴量とを算出し、
　前記第１の特徴量と前記第２の特徴量との差異が小さくなるように、前記第１の断面又
は前記第２の断面の位置を変更した超音波走査を前記超音波プローブに行わせる
　処理をコンピュータに実行させる、制御プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置及び制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波診断装置による心エコー検査では、２次元の超音波走査によって得られる
心尖長軸像（Ａ４Ｃ（apical　four-chamber　view）像、Ａ２Ｃ（apical　two-chamber
　view）像等）を用いた各種の心機能評価が行われている。心機能評価としては、例えば
、Modified　Simpson法による左心室の容積情報（ＥＤＶ（End　Diastolic　Volume）、
ＥＳＶ（End　Systolic　Volume）、ＥＦ（Ejection　Fraction））や、Speckle　Tracki
ng法で得られたＧＬＳ（Global　Longitudinal　Strain）情報を指標とする手法が挙げら
れる。具体的には、ＥＦやＧＬＳを用いて、投薬治療の効果判定や心毒性評価等が行われ
ている。心機能評価を行う症例では、例えば、上記指標を長期間にわたって経過観察（フ
ォローアップ）することで、心機能の変化が診断される。症例によっては、心機能の僅か
な変化を正確に捉えて診断することが求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－７２６５６号公報
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】Nitta　S,　et　al.　“Automatic　slice　alignment　method　for　
cardiac　magnetic　resonance　imaging．”，　Magnetic　Resonance　Materials　in
　Physics,　Biology　and　Medicine，　2014　Oct;26(5):451-461
【非特許文献２】Sugiura　T,　et　al.　“Automatic　model-based　contour　detecti
on　of　left　ventricle　myocardium　from　cardiac　CT　images．”，　Internatio
nal　Journal　of　Computer　Assisted　Radiology　and　Surgery，　2013　Jan;8(1)
：145-155
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、所望の断面を正確に得ることができる超音波診断装
置及び制御プログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　第１の実施形態に係る超音波診断装置は、超音波プローブと、画像生成部と、算出部と
、出力制御部とを備える。超音波プローブは、被検体の２次元領域に対する超音波走査を
行う。画像生成部は、２次元領域に対応する超音波画像データを生成する。算出部は、異
なるタイミングの超音波走査により生成された複数の超音波画像データからそれぞれ検出
される構造物の特徴量をそれぞれ算出する。出力制御部は、算出部によって算出されたそ
れぞれの特徴量の比較結果に基づく情報を出力する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置の構成例を示すブロック図である
。
【図２】図２は、第１の実施形態に係る算出機能の処理を説明するための図である。
【図３】図３は、第１の実施形態に係る出力制御機能の処理を説明するための図である。
【図４】図４は、第１の実施形態に係る超音波診断装置による処理手順を示すフローチャ
ートである。
【図５】図５は、第１の実施形態の変形例に係る出力制御機能の処理を説明するための図
である。
【図６】図６は、第２の実施形態に係る出力制御機能の処理を説明するための図である。
【図７】図７は、第２の実施形態に係る超音波診断装置による処理手順を示すフローチャ
ートである。
【図８】図８は、第３の実施形態に係る出力制御機能の処理を説明するための図である。
【図９】図９は、第３の実施形態に係る超音波診断装置による処理手順を示すフローチャ
ートである。
【図１０】図１０は、第３の実施形態の変形例に係る出力制御機能の処理を説明するため
の図である。
【図１１】図１１は、第４の実施形態に係る超音波診断装置の構成例を示すブロック図で
ある。
【図１２】図１２は、第４の実施形態に係る超音波診断装置による処理手順を示すフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して、実施形態に係る超音波診断装置及び制御プログラムを説明する
。
【０００９】
（第１の実施形態）
　図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置１の構成例を示すブロック図である。図
１に示すように、第１の実施形態に係る超音波診断装置１は、超音波プローブ１１と、入
力装置１２と、ディスプレイ１３と、心電計１４と、装置本体１００とを備える。超音波
プローブ１１は、後述する装置本体１００が備える送受信回路１１０と通信可能に接続さ
れる。また、入力装置１２、ディスプレイ１３、及び心電計１４は、装置本体１００が備
える各種の回路と通信可能に接続される。
【００１０】
　超音波プローブ１１は、被検体Ｐの体表面に接触され、超音波の送受信を行う。例えば
、超音波プローブ１１は、複数の圧電振動子を有する。これら複数の圧電振動子は、送受
信回路１１０から供給される駆動信号に基づいて、超音波を発生させる。発生した超音波
は、被検体Ｐの体内組織において反射され、反射波信号として複数の圧電振動子にて受信
される。超音波プローブ１１は、複数の圧電振動子にて受信した反射波信号を、送受信回
路１１０へ送る。
【００１１】
　第１の実施形態に係る超音波プローブ１１は、２次元領域に対する超音波走査を行う。
例えば、超音波プローブ１１は、複数の圧電振動子が１次元で配置された１Ｄアレイプロ
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ーブである。超音波プローブ１１は、例えば、心尖長軸像（Ａ４Ｃ（apical　four-chamb
er　view）像、Ａ２Ｃ（apical　two-chamber　view）像等）を走査可能な位置（胸部付
近）の体表面に当接された状態で、超音波走査を行う。また、超音波プローブ１１の位置
や角度は、操作者により適宜変更される。
【００１２】
　入力装置１２は、例えば、マウス、キーボード、ボタン、パネルスイッチ、タッチコマ
ンドスクリーン、フットスイッチ、トラックボール、ジョイスティック等に対応する。入
力装置１２は、超音波診断装置１の操作者からの各種設定要求を受け付け、受け付けた各
種設定要求を装置本体１００の各回路に対して適宜転送する。
【００１３】
　ディスプレイ１３は、操作者が入力装置１２を用いて各種設定要求を入力するためのＧ
ＵＩ（Graphical　User　Interface）を表示したり、装置本体１００において生成された
超音波画像データに基づく画像（超音波画像）等を表示したりする。
【００１４】
　心電計１４は、超音波走査される被検体Ｐの心電信号として、被検体Ｐの心電波形（Ｅ
ＣＧ：Electrocardiogram）を取得する。心電計１４は、取得した心電波形を装置本体１
００の各回路に適宜送信する。
【００１５】
　装置本体１００は、超音波プローブ１１が受信した反射波信号に基づいて、超音波画像
データを生成する装置である。図１に示すように、装置本体１００は、例えば、送受信回
路１１０と、Ｂモード処理回路１２０と、ドプラ処理回路１３０と、画像生成回路１４０
と、画像メモリ１５０と、記憶回路１６０と、処理回路１７０とを有する。送受信回路１
１０、Ｂモード処理回路１２０、ドプラ処理回路１３０、画像生成回路１４０、画像メモ
リ１５０、記憶回路１６０、及び処理回路１７０は、互いに通信可能に接続される。
【００１６】
　送受信回路１１０は、超音波プローブ１１による超音波の送受信を制御する。例えば、
送受信回路１１０は、後述する処理回路１７０の指示に基づいて、超音波プローブ１１が
行う超音波送受信を制御する。送受信回路１１０は、超音波プローブ１１に駆動信号（駆
動パルス）を印加することで、超音波がビーム状に集束された超音波ビームを送信させる
。また、送受信回路１１０は、超音波プローブ１１が受信した反射波信号に所定の遅延時
間を与えて加算処理を行うことで、反射波信号の受信指向性に応じた方向から反射成分が
強調された反射波データを生成し、生成した反射波データをＢモード処理回路１２０及び
ドプラ処理回路１３０に送信する。
【００１７】
　Ｂモード処理回路１２０は、送受信回路１１０が反射波信号から生成した反射波データ
に対して各種の信号処理を行う。Ｂモード処理回路１２０は、送受信回路１１０から受信
した反射波データに対して、対数増幅、包絡線検波処理等を行って、サンプル点（観測点
）ごとの信号強度が輝度の明るさで表現されるデータ（Ｂモードデータ）を生成する。Ｂ
モード処理回路１２０は、生成したＢモードデータを画像生成回路１４０へ送る。
【００１８】
　ドプラ処理回路１３０は、送受信回路１１０から受信した反射波データより、移動体の
ドプラ効果に基づく運動情報を、走査領域内の各サンプル点で抽出したデータ（ドプラデ
ータ）を生成する。具体的には、ドプラ処理回路１３０は、移動体の運動情報として、平
均速度、分散値、パワー値等を各サンプル点で抽出したドプラデータを生成する。ここで
、移動体とは、例えば、血流や、心壁等の組織、造影剤である。ドプラ処理回路１３０は
、生成したドプラデータを画像生成回路１４０へ送る。
【００１９】
　画像生成回路１４０は、Ｂモード処理回路１２０やドプラ処理回路１３０が生成したデ
ータから超音波画像データを生成する。例えば、画像生成回路１４０は、Ｂモード処理回
路１２０が生成したＢモードデータから、反射波の強度を輝度で表したＢモード画像デー
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タを生成する。また、画像生成回路１４０は、ドプラ処理回路１３０が生成したドプラデ
ータから、移動体情報を表すドプラ画像データを生成する。このドプラ画像データは、速
度画像データ、分散画像データ、パワー画像データ、又は、これらを組み合わせた画像デ
ータである。なお、画像生成回路１４０は、画像生成部の一例である。
【００２０】
　画像メモリ１５０は、Ｂモード処理回路１２０、ドプラ処理回路１３０、及び画像生成
回路１４０により生成されたデータを記憶するメモリである。例えば、画像メモリ１５０
は、画像生成回路１４０により生成された超音波画像データを、被検体Ｐの心電波形に対
応付けて記憶する。なお、画像メモリ１５０に記憶されるデータ量が画像メモリ１５０の
記憶容量を超過する場合には、古いデータから順に削除され、更新される。
【００２１】
　記憶回路１６０は、各種データを記憶する記憶装置である。例えば、記憶回路１６０は
、超音波送受信、画像処理及び表示処理を行うための制御プログラムや、診断情報（例え
ば、患者ＩＤ、医師の所見等）や、診断プロトコルや各種ボディーマーク等の各種データ
を記憶する。また、記憶回路１６０に記憶されるデータは、図示しないインタフェース部
を介して、外部装置へ転送することができる。
【００２２】
　また、記憶回路１６０は、Ｂモード処理回路１２０、ドプラ処理回路１３０、及び画像
生成回路１４０により生成されたデータを記憶する。例えば、記憶回路１６０は、操作者
により指定された所定心拍分の超音波画像データを記憶する。
【００２３】
　処理回路１７０は、超音波診断装置１の処理全体を制御する。具体的には、処理回路１
７０は、入力装置１２を介して操作者から入力された各種設定要求や、記憶回路１６０か
ら読み込んだ各種制御プログラム及び各種データに基づいて、送受信回路１１０、Ｂモー
ド処理回路１２０、ドプラ処理回路１３０、及び画像生成回路１４０等の処理を制御する
。また、処理回路１７０は、画像メモリ１５０が記憶する超音波画像データをディスプレ
イ１３に表示させる。
【００２４】
　第１の実施形態に係る処理回路１７０は、算出機能１７１と、出力制御機能１７２と、
格納機能１７３とを有する。ここで、処理回路１７０の構成要素である算出機能１７１、
出力制御機能１７２、及び格納機能１７３が実行する各処理機能は、例えば、コンピュー
タによって実行可能なプログラムの形態で記憶回路１６０に記録されている。処理回路１
７０は、各プログラムを記憶回路１６０から読み出し、実行することで各プログラムに対
応する機能を実現するプロセッサである。換言すると、各プログラムを読み出した状態の
処理回路１７０は、図１の処理回路１７０内に示された各機能を有することとなる。算出
機能１７１、出力制御機能１７２、及び格納機能１７３の各機能については、後述する。
【００２５】
　なお、図１においては単一の処理回路１７０にて算出機能１７１、出力制御機能１７２
、及び格納機能１７３にて行われる処理機能が実現されるものとして説明するが、複数の
独立したプロセッサを組み合わせて処理回路を構成し、各プロセッサがプログラムを実行
することにより機能を実現するものとしても構わない。
【００２６】
　上記説明において用いた「プロセッサ」という文言は、例えば、ＣＰＵ（central　pre
process　unit）、ＧＰＵ(Graphics　Processing　Unit)、或いは、特定用途向け集積回
路（Application　Specific　Integrated　Circuit：ＡＳＩＣ））、プログラマブル論理
デバイス（例えば、単純プログラマブル論理デバイス（Simple　Programmable　Logic　D
evice：ＳＰＬＤ）、複合プログラマブル論理デバイス（Complex　Programmable　Logic
　Device：ＣＰＬＤ）、及びフィールドプログラマブルゲートアレイ（Field　Programma
ble　Gate　Array：ＦＰＧＡ））等の回路を意味する。プロセッサは記憶回路に保存され
たプログラムを読み出し実行することで機能を実現する。なお、記憶回路１６０にプログ
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ラムを保存する代わりに、プロセッサの回路内にプログラムを直接組み込むよう構成して
も構わない。この場合、プロセッサは回路内に組み込まれたプログラムを読み出し実行す
ることで機能を実現する。なお、本実施形態の各プロセッサは、プロセッサごとに単一の
回路として構成される場合に限らず、複数の独立した回路を組み合わせて１つのプロセッ
サとして構成し、その機能を実現するようにしてもよい。さらに、図１における複数の構
成要素を１つのプロセッサへ統合してその機能を実現するようにしてもよい。
【００２７】
　ところで、従来の心機能評価においては、所望の断面を正確に得ることが難しい場合が
あった。例えば、２次元の超音波走査によって心尖長軸像（Ａ４Ｃ（apical　four-chamb
er　view）像、Ａ２Ｃ（apical　two-chamber　view）像等）を撮像する場合、走査断面
が心尖を通っていなくとも、心尖の近傍を通る超音波画像が得られることがある。この場
合、この超音波画像では、心尖の近傍の輪郭があたかも心尖を正しく描出した輪郭のよう
に見えてしまうため、操作者は心尖を正確に通っているか否か判断できない。このように
、所望の断面が正確に得られない場合には、ＥＦ（Ejection　Fraction）やＧＬＳ（Glob
al　Longitudinal　Strain）等の指標を算出したとしても正確な値が得られない。このた
め、例えば、心機能に変化があったとしても、その変化を見過ごしてしまう可能性があっ
た。
【００２８】
　また、例えば、長期間にわたる経過観察（フォローアップ）においては、常に同一の操
作者が検査（撮像）を行うとは限らないために、過去に撮像した断面と同じ断面を正確に
得ることが難しい場合があった。例えば、今回の検査を行う操作者が前回の検査を行う操
作者と異なる場合、操作者によって超音波画像に描出される心尖についての認識が異なる
ために、前回撮像した断面と同じ断面を正確に得ることが難しかった。このように、過去
に撮像した断面と同じ断面が正確に得られない場合には、ＥＦやＧＬＳ等の指標を算出し
たとしても計測した値にばらつきが生じてしまう。このため、例えば、心機能に変化があ
ったとしても、その変化を見過ごしてしまう可能性があった。
【００２９】
　ここで、上記の対策として、３次元の超音波画像データであるボリュームデータを用い
ることが考えられる。しかしながら、ボリュームデータでは、２次元の超音波走査ほどの
空間分解能や時間分解能が得られない場合がある。空間分解能が不十分であれば、心臓の
内膜の位置がにじみ（ぼやけ）、例えば、内腔の位置が実際よりも内側に認識されること
で、容積が過小評価される場合がある。また、時間分解能が不十分であれば、心機能を評
価する心時相にばらつきが生じる場合がある。このように、ボリュームデータを用いたと
しても、安定した値が得られるとは限らない。また、ボリュームデータの利用には、圧電
振動子が格子状に２次元で配置された２Ｄアレイプローブ等を備えた高価な装置構成を要
する。
【００３０】
　そこで、本実施形態に係る超音波診断装置１は、所望の断面を正確に得るために、以下
に説明する各機能を実行する。すなわち、第１の実施形態に係る超音波診断装置１は、略
リアルタイムに表示される２次元の超音波画像上に、現在の超音波画像に表示される左心
室の長軸が、前に表示された長軸に比べてどの程度増減したかを表示する。ここで、左心
室の長軸の長さは、心尖を通る断面において最も長くなる。このため、操作者は、その表
示を閲覧しながら超音波プローブ１１の位置や角度を徐々に変えることにより、長軸が最
も長い断面、つまり、心尖を通る断面を正確に得ることができる。
【００３１】
　以下の実施形態では、一例として、操作者が基準となる断面近傍の複数の断面にて超音
波走査を行う場合に、超音波診断装置１が左心室の長軸に関する情報を表示する場合を説
明する。言い換えると、操作者は、所望の断面が得られると考えられる位置に超音波プロ
ーブ１１を動かし、その位置で撮影された断面に基づく長軸に関する情報を閲覧する。そ
して、操作者は、その表示を閲覧しながら超音波プローブ１１の位置や角度を更に変える
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ことにより、心尖を通る断面を所望の断面として得ることができる。
【００３２】
　なお、以下の実施形態では、被検体Ｐの心臓について、心尖を通る断面（Ａ４Ｃ像）を
正確に得る場合を説明するが、実施形態はこれに限定されるものではない。例えば、本実
施形態は、心臓に限らず、他の構造物について適用されてもよいし、左心室の長軸に限ら
ず、他の特徴量について適用されてもよい。
【００３３】
　算出機能１７１は、処理回路１７０が算出機能１７１に対応するプログラムを記憶回路
１６０から読み出し実行することで、実現される機能である。算出機能１７１は、異なる
タイミングの超音波走査により生成された複数の超音波画像データからそれぞれ検出され
る構造物の特徴量をそれぞれ算出する。例えば、算出機能１７１は、被検体Ｐから検知さ
れる心電信号に基づいて、予め決められた心時相の超音波画像データを特定し、特定した
超音波画像データから特徴量を算出する。具体的には、算出機能１７１は、被検体Ｐの心
電波形を心電計１４から取得し、取得した心電波形を用いて、Ｒ波が検出される時間を求
める。そして、算出機能１７１は、求めた時間において画像生成回路１４０により生成さ
れた超音波画像データを、Ｒ波の時相の超音波画像データとして特定する。なお、算出機
能１７１は、算出部の一例である。
【００３４】
　続いて、算出機能１７１は、複数の超音波画像データから心臓の弁輪及び心尖の位置を
検出し、検出した弁輪及び心尖の位置に基づいて、左心室の長軸の長さ（長軸長）を算出
する。一例としては、算出機能１７１は、教師あり機械学習アルゴリズムを用いて、２次
元の超音波画像データに含まれる弁輪及び心尖の位置を検出する。ここで、上記の教師あ
り機械学習アルゴリズムは、正しい弁輪の位置及び心尖の位置がそれぞれ設定された複数
の教師画像（超音波画像）を用いて構築された認識型のデータベースを用いるものである
。そして、算出機能１７１は、検出した弁輪及び心尖の位置に基づいて、左心室の長軸の
長さを算出する。
【００３５】
　図２は、第１の実施形態に係る算出機能１７１の処理を説明するための図である。図２
には、算出機能１７１が長軸長を算出する処理をＡ４Ｃ像上で模式的に示す。
【００３６】
　図２に示すように、算出機能１７１は、教師あり機械学習アルゴリズムを用いて、ある
タイミングに得られたＲ波の時相の超音波画像データから、僧帽弁の弁輪の位置２０、大
動脈弁の弁輪の位置２１、及び心尖の位置２２をそれぞれ検出する。そして、算出機能１
７１は、検出した位置２０及び位置２１を結ぶ線分２３の中点と、位置２２とを結ぶ線分
２４の長さを、長軸長として算出する。算出機能１７１は、他のタイミングで得られたＲ
波の時相の超音波画像データについても同様に、長軸長を算出する。なお、以下において
、僧帽弁の弁輪及び大動脈弁の弁輪を総称する場合、「弁輪」若しくは「両弁輪」と表記
する。
【００３７】
　このように、算出機能１７１は、異なるタイミングに得られたＲ波の時相の超音波画像
データについて、長軸長をそれぞれ算出する。なお、図２は一例に過ぎず、例えば、算出
機能１７１は、Ｒ波以外の他の心時相の超音波画像データから長軸長を算出してもよい。
【００３８】
　出力制御機能１７２は、処理回路１７０が出力制御機能１７２に対応するプログラムを
記憶回路１６０から読み出し実行することで、実現される機能である。出力制御機能１７
２は、算出機能１７１によって算出されたそれぞれの特徴量の比較結果に基づく情報を出
力する。例えば、出力制御機能１７２は、予め決められた心時相の特徴量同士の比較結果
に基づく情報を出力する。また、出力制御機能１７２は、比較結果に基づく情報として、
特徴量の増減の程度を示す増減情報を出力する。なお、出力制御機能１７２は、出力制御
部の一例である。
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【００３９】
　例えば、出力制御機能１７２は、増減情報として、長軸長の増減の程度を示す情報であ
る長軸長情報をディスプレイ１３の表示画面上に表示する。ここで、長軸長情報の表示例
としては、例えば、「＋＋＋」、「＋＋」、「＋」、「０」、「－」、「－－」、及び「
－－－」がある。このうち、「＋＋＋」、「＋＋」、及び「＋」は、現在のタイミングで
算出された長軸長が、前のタイミングで算出された長軸長よりも長いことを表し、「＋」
の数が多いほど前のタイミングの長軸長との差分が大きい（つまり、長い）ことを表す。
また、「－－－」、「－－」、及び「－」は、現在のタイミングで算出された長軸長が、
前のタイミングで算出された長軸長よりも短いことを表し、「－」の数が多いほど前のタ
イミングの長軸長との差分が大きい（つまり、短い）ことを表す。また、「０」は、現在
のタイミングで算出された長軸長が、前のタイミングで算出された長軸長と同程度の長さ
であることを表す。
【００４０】
　図３は、第１の実施形態に係る出力制御機能１７２の処理を説明するための図である。
図３には、ディスプレイ１３の表示画面上に表示されるＡ４Ｃ像とともに、長軸長情報を
表す画像３０が表示される場合を例示する。
【００４１】
　図３に示すように、出力制御機能１７２は、Ｒ波の時相の超音波画像データが画像生成
回路１４０によって生成されると、この超音波画像データに対応する長軸長を算出機能１
７１から取得する。そして、出力制御機能１７２は、取得した長軸長（つまり、現在の長
軸長）と、前のＲ波の時相で算出された長軸長とを比較する。ここで、例えば、現在の長
軸長が前の長軸長よりも中程度に長い場合には、出力制御機能１７２は、「＋＋」を表す
画像３０を生成し、生成した画像３０を現在の超音波画像とともに表示する。
【００４２】
　このように、出力制御機能１７２は、特徴量の増減の程度を表す画像をディスプレイ１
３に表示する。なお、図３は一例に過ぎず、例えば、出力制御機能１７２は、画像３０に
限らず、他の出力形態で増減情報を出力してもよい。出力制御機能１７２による他の出力
形態については、後述する。
【００４３】
　格納機能１７３は、処理回路１７０が格納機能１７３に対応するプログラムを記憶回路
１６０から読み出し実行することで、実現される機能である。格納機能１７３は、操作者
により指定された所定心拍分の超音波画像データを記憶回路１６０に格納する。例えば、
格納機能１７３は、保存ボタンの押下を操作者から受け付けると、現在表示されている超
音波画像データを含む所定心拍（例えば、１心拍）分の超音波画像データ群を記憶回路１
６０に格納する。また、格納機能１７３は、超音波画像データとともに、対応する長軸長
情報を記憶回路１６０に格納してもよい。なお、上記の所定心拍は、予め任意の心拍数が
設定可能である。また、格納機能１７３は、格納部の一例である。
【００４４】
　図４は、第１の実施形態に係る超音波診断装置１による処理手順を示すフローチャート
である。図４に示す処理手順は、例えば、超音波プローブ１１が被検体Ｐの体表面に当接
された状態において、Ｂモード撮影を開始する旨の指示を操作者から受け付けることによ
り開始される。
【００４５】
　ステップＳ１０１において、処理回路１７０は、Ｂモード撮影を開始する。例えば、処
理回路１７０は、Ｂモード撮影を開始する旨の指示を操作者から受け付けると、Ｂモード
撮影を開始する。なお、ステップＳ１０１が否定される場合には、処理回路１７０は、撮
影を開始せず、待機状態である。
【００４６】
　ステップＳ１０１が肯定されると、ステップＳ１０２において、超音波プローブ１１は
、被検体Ｐの２次元領域に対して超音波走査を行う。
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【００４７】
　ステップＳ１０３において、画像生成回路１４０は、超音波走査に対応する超音波画像
データを生成する。そして、出力制御機能１７２は、画像生成回路１４０により生成され
た超音波画像データに対応する画像（超音波画像）を表示する。なお、ここで生成された
超音波画像データは、画像メモリ１５０に記憶される。
【００４８】
　ステップＳ１０４において、算出機能１７１は、所定の心時相（例えば、Ｒ波の時相）
において、生成された超音波画像データから両弁輪及び心尖の位置を検出する（図２参照
）。例えば、算出機能１７１は、教師あり機械学習アルゴリズムを用いて、２次元の超音
波画像データに含まれる弁輪及び心尖の位置を検出する。
【００４９】
　ステップＳ１０５において、算出機能１７１は、検出した両弁輪及び心尖の位置に基づ
いて、長軸長を算出する（図２参照）。例えば、算出機能１７１は、両弁輪を結ぶ線分２
３の中点と、心尖の位置２２とを結ぶ線分２４の長さを、長軸長として算出する。
【００５０】
　ステップＳ１０６において、出力制御機能１７２が、算出された長軸長と、前回算出さ
れた長軸長との比較結果に基づいて、増減情報を表示する（図３参照）。例えば、出力制
御機能１７２は、「＋＋＋」、「＋＋」、「＋」、「０」、「－」、「－－」、及び「－
－－」のいずれかに対応する画像を表示する。
【００５１】
　ステップＳ１０７において、格納機能１７３は、保存ボタンの押下を受け付けたか否か
を判定する。ここで、ステップＳ１０７が否定される場合には、格納機能１７３は、ステ
ップＳ１０８の処理を行わず、ステップＳ１０２の処理へ移行する。つまり、超音波診断
装置１は、超音波プローブ１１による走査断面を略リアルタイムで表示するとともに、所
定の心周期（例えばＲ波のタイミング）で現在の超音波画像の長軸長が前の長軸長と比較
してどの程度増減したか（長軸長情報）を表示する。このため、操作者は、超音波プロー
ブ１１の位置や角度の変更に応じた長軸長情報の変化を閲覧しながら、超音波プローブ１
１の位置や角度を調整することができる。この結果、操作者は、所望の断面として、長軸
が最も長い断面を正確に得ることができる。
【００５２】
　ステップＳ１０７が肯定されると、ステップＳ１０８において、格納機能１７３は、所
定心拍分の超音波画像データを記憶回路１６０に格納する。そして、超音波診断装置１は
、処理を終了する。その後、処理回路１７０は、操作者の指示により、記憶回路１６０に
記憶された超音波画像データに対して、Modified　Simpson法、ディスク総和法（Simpson
法）、Area　Length法等による容積値の解析を行うことで、心機能評価を行う。
【００５３】
　なお、図４は一例に過ぎない。例えば、上記の処理手順は、必ずしも上述した順序で実
行されなくてもよい。例えば、上記のステップＳ１０１～Ｓ１０８は、処理内容が矛盾し
ない範囲で、適宜順序を変えて実行されてもよい。
【００５４】
　上述してきたように、第１の実施形態に係る超音波診断装置１において、超音波プロー
ブ１１は、被検体Ｐの２次元領域に対する超音波走査を行う。画像生成部としての画像生
成回路１４０は、２次元領域に対応する超音波画像データを生成する。算出部としての算
出機能１７１は、異なるタイミングの超音波走査により生成された複数の超音波画像デー
タからそれぞれ検出される構造物の特徴量をそれぞれ算出する。出力制御部としての出力
制御機能１７２は、算出機能１７１によって算出されたそれぞれの特徴量の比較結果に基
づく情報を出力する。このため、超音波診断装置１は、所望の断面を正確に得ることがで
きる。
【００５５】
　例えば、従来の超音波診断装置においては、操作者は、２次元の超音波画像を閲覧した
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だけで、表示される断面が他の断面と比較して長軸長が長いか否かを判断することは困難
であった。これに対して、第１の実施形態に係る超音波診断装置１は、現在の超音波画像
の長軸長が前の長軸長と比較してどの程度増減したかを表す長軸長情報を表示する。この
ため、操作者は、超音波プローブ１１の位置や角度の変更に応じた長軸長情報の変化を閲
覧しながら、超音波プローブ１１の位置や角度を調整することができる。例えば、操作者
は、超音波プローブ１１の角度を所定の方向で繰り返し変更することで、その方向の中で
最も長軸が長い断面を得ることができる。この結果、操作者は、所望の断面として、心尖
を通る断面を正確に得ることができる。更に、超音波診断装置１は、心尖を通る断面を正
確に得ることができるので、当該断面に基づいて算出されるＥＦやＧＬＳ等の指標を精度
良く算出することができる。
【００５６】
　また、例えば、超音波診断装置１は、長軸長情報を表示することで、操作者の主観に頼
らない断面撮像を可能にする。これによれば、例えば、常に同一の操作者が検査（撮像）
を行わなくとも、過去に撮像した断面と同じ断面を正確に得ることができるので、長期間
にわたる経過観察（フォローアップ）での再現性を向上させる。また、例えば、超音波診
断装置１は、高価な装置構成を要することなく、所望の断面を正確に得ることができる。
【００５７】
（第１の実施形態の変形例１）
　上記の実施形態では、増減情報である長軸長情報を画像３０として表示する場合を説明
したが、実施形態はこれに限定されるものではない。そこで、出力制御機能１７２による
他の出力形態について説明する。
【００５８】
　図５は、第１の実施形態の変形例に係る出力制御機能１７２の処理を説明するための図
である。図５に示すように、出力制御機能１７２は、他の出力形態によって出力すること
ができる。
【００５９】
　例えば、出力制御機能１７２は、長軸長情報をインジケータ３１上の矢印として表示す
る。このインジケータ３１は、例えば、「＋＋」、「＋」、「０」、「－」、及び「－－
」の５段階で、前の長軸長に対する現在の長軸長の変化量を表す。つまり、「＋＋」、及
び「＋」は、現在のタイミングで算出された長軸長が、前のタイミングで算出された長軸
長よりも長いことを表し、「＋」の数が多いほど前のタイミングの長軸長との差分が大き
い（つまり、長い）ことを表す。また、「－－」、及び「－」は、現在のタイミングで算
出された長軸長が、前のタイミングで算出された長軸長よりも短いことを表し、「－」の
数が多いほど前のタイミングの長軸長との差分が大きい（つまり、短い）ことを表す。ま
た、「０」は、現在のタイミングで算出された長軸長が、前のタイミングで算出された長
軸長と同程度の長さであることを表す。図５の例では、出力制御機能１７２は、インジケ
ータ３１上の「＋」の位置を矢印により示している。これにより、操作者は、インジケー
タ３１上の矢印の位置により、長軸長の増減の程度を把握することができる。
【００６０】
　また、例えば、出力制御機能１７２は、長軸長を数値情報３２として表示する。ここで
、「Ｃｅｎｔｅｒ　Ｌｅｎｇｔｈ」は、長軸長を表し、「Ｘ．ＸＸｃｍ」は、長軸長の数
値を表す情報である。具体的には、出力制御機能１７２は、「８．５０ｃｍ」等、長軸長
の数値をディスプレイ１３の表示画面上に表示する。これにより、操作者は、現在の長軸
長を数値として正確に把握することができる。なお、これに限らず、出力制御機能１７２
は、例えば、前の長軸長に対する現在の長軸長の変化量（「＋０．３０ｃｍ」、「－０．
２０ｃｍ」等）を表示してもよい。
【００６１】
　また、例えば、出力制御機能１７２は、図２において説明した線分２３，２４を画像と
して表示してもよい。これにより、操作者は、現在の長軸長を直感的に把握することがで
きる。
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【００６２】
　図示の他、例えば、出力制御機能１７２は、長軸長情報を音として出力してもよい。一
例としては、長軸長が増加する場合と減少する場合とを異なるトーンで表し、増減の程度
を音の強さで表す。この場合、出力制御機能１７２は、長軸長の増減に対応するトーンの
音を、長軸長の増減の程度に応じた強さで出力する。
【００６３】
　また、例えば、出力制御機能１７２は、長軸長情報を振動として出力しても良い。一例
としては、超音波プローブ１１の外装のうち、操作者により把持される部分に圧電素子を
配置しておく。そして、出力制御機能１７２は、例えば、長軸長の増減に対応する振動パ
ターンで圧電素子を振動させる。この場合、出力制御機能１７２は、長軸長の増減の程度
に応じて振動の強さを変更する。
【００６４】
（第１の実施形態の変形例２）
　また、上記の実施形態では、心尖を通るか否かの指標値（特徴量）として、長軸長を用
いる場合を説明したが、実施形態はこれに限定されるものではない。例えば、超音波診断
装置１は、左心室の長軸長に加えて、心尖付近の輪郭の曲率を用いてもよい。この曲率は
、心尖を通る断面で最大となる値である（心尖の輪郭が最も尖っている場合を正確な断面
と考える）。
【００６５】
　この場合、例えば、算出機能１７１は、超音波画像データから心尖付近の輪郭（図２の
心臓の上端部）を抽出する。そして、算出機能１７１は、抽出した輪郭の曲率を算出する
。
【００６６】
　そして、出力制御機能１７２は、現在の曲率と、前の曲率とを比較し、前の曲率に対す
る現在の曲率の増減の程度を示す情報である曲率情報を求める。そして、出力制御機能１
７２は、長軸長情報と曲率情報とを複合した複合指標値を求めて、心尖を通るか否かの指
標とする。例えば、複合指標値は、以下の式により求められる。なお、αは、重み係数で
あり、例えば、α＝０．３～０．４である。
【００６７】
　複合指標値＝α×長軸長情報＋（１－α）×曲率情報
【００６８】
（第２の実施形態）
　第１の実施形態では、超音波診断装置１が、超音波画像を略リアルタイムで表示すると
ともに、所定の心周期で現在の長軸長が前の長軸長からどの程度増減したかを表示する場
合を説明した。しかしながら、実施形態はこれに限定されるものではない。例えば、超音
波診断装置１は、異なるタイミングで撮像した３つ以上の断面を同時に表示してもよい。
【００６９】
　第２の実施形態に係る超音波診断装置１は、図１に例示した超音波診断装置１と同様の
構成を備え、出力制御機能１７２及び格納機能１７３における処理が一部相違する。そこ
で、第２の実施形態では、第１の実施形態と相違する点を中心に説明することとし、第１
の実施形態において説明した構成と同様の機能を有する点については、説明を省略する。
【００７０】
　第２の実施形態に係る格納機能１７３は、保存ボタンの押下を受け付けるごとに、所定
心拍分の超音波画像データを画像メモリ１５０に保存する。例えば、格納機能１７３は、
保存ボタンの押下を操作者から複数回受け付ける。具体的には、操作者が被検体Ｐに超音
波プローブ１１を当接させ、保存ボタンを押下すると（１回目の押下）、格納機能１７３
は、その時点で表示されている超音波画像データを含む１心拍分の超音波画像データ群を
画像メモリ１５０内の所定の記憶領域に保存する。続いて、操作者が超音波プローブ１１
の位置及び角度を少し変え、再び保存ボタンを押下すると（２回目の押下）、格納機能１
７３は、その時点で表示されている超音波画像データを含む１心拍分の超音波画像データ
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群を画像メモリ１５０内の所定の記憶領域に保存する。
【００７１】
　第２の実施形態に係る出力制御機能１７２は、異なるタイミングで撮像された複数の超
音波画像データのうち、少なくとも３つの超音波画像データにそれぞれ対応する画像を同
時に表示する。
【００７２】
　図６は、第２の実施形態に係る出力制御機能１７２の処理を説明するための図である。
図６において、ディスプレイ１３の表示画面は、超音波画像を表示するための表示領域を
４箇所（表示領域４０～４３）有する。各表示領域４０～４３は、それぞれ異なるタイミ
ングで撮像された超音波画像を表示する。例えば、表示領域４０は、現在の超音波画像（
ｃｕｒｒｅｎｔ像）を表示する領域であり、各表示領域４１～４３は、操作者の指示によ
り保存されたタイミングの超音波画像（ｔｅｍｐ１像、ｔｅｍｐ２像、及びｔｅｍｐ３像
）を繰り返し表示する領域である。なお、ｔｅｍｐ１像は、１回目の保存ボタンの押下に
より保存された超音波画像データ群に対応し、ｔｅｍｐ２像は、２回目の保存ボタンの押
下により保存された超音波画像データ群に対応する。また、図６に示す例では、表示領域
４３には超音波画像が表示されていないが、操作者の指示により保存された超音波画像デ
ータ群があれば、これを表示してよい。
【００７３】
　例えば、図６に示すように、出力制御機能１７２は、並列表示ボタンの押下を受け付け
ると、表示領域４０にｃｕｒｒｅｎｔ像を表示するとともに、各表示領域４１，４２にｔ
ｅｍｐ１像及びｔｅｍｐ２像をそれぞれ表示する。ここで、ｔｅｍｐ１像及びｔｅｍｐ２
像のそれぞれは、例えば、１心拍分の超音波画像データ群である。このため、出力制御機
能１７２は、各表示領域４１，４２において、１心拍に含まれる複数の超音波画像を心周
期に従って連続的に表示する（動画表示）。
【００７４】
　このように、出力制御機能１７２は、表示領域４０には現在の超音波画像を略リアルタ
イムで表示しつつ、操作者の指示により保存された超音波画像を各表示領域４１～４３に
表示する。
【００７５】
　また、出力制御機能１７２は、被検体Ｐから検知される心電信号に基づいて、同時に表
示される画像の心周期を同期させる。例えば、出力制御機能１７２は、各表示領域４１，
４２において、心電計１４から取得される心電波形に対応する超音波画像（ｔｅｍｐ１像
及びｔｅｍｐ２）を順次表示する。これにより、出力制御機能１７２は、各表示領域４１
，４２に表示する超音波画像のタイミングを、ｃｕｒｒｅｎｔ像に同期させる。
【００７６】
　また、出力制御機能１７２は、同時に表示される画像のうち、特徴量が最大である画像
を強調表示する。例えば、出力制御機能１７２は、表示領域４０～４２のＲ波の超音波画
像データについて、各超音波画像データから算出される長軸長を比較する。そして、例え
ば、表示領域４１の長軸長が最も長い場合には、出力制御機能１７２は、表示領域４１の
超音波画像を強調表示する。図６に示す例では、出力制御機能１７２は、表示領域４１を
囲む枠線を太くすることで、強調表示する。
【００７７】
　図７は、第２の実施形態に係る超音波診断装置１による処理手順を示すフローチャート
である。図７に示す処理手順は、例えば、超音波プローブ１１が被検体Ｐの体表面に当接
された状態において、Ｂモード撮影を開始する旨の指示を操作者から受け付けることによ
り開始される。なお、ステップＳ２０１～Ｓ２０３の処理は、図４に示したステップＳ１
０１～Ｓ１０３の処理と同様であるので、説明を省略する。
【００７８】
　ステップＳ２０４において、格納機能１７３は、保存ボタンの押下を受け付けたか否か
を判定する。ステップＳ２０４が否定される場合には、格納機能１７３は、ステップＳ２
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０５の処理を行わず、ステップＳ２０２の処理へ移行する。つまり、超音波診断装置１は
、略リアルタイムで超音波画像を表示する。
【００７９】
　ステップＳ２０４が肯定されると、ステップＳ２０５において、格納機能１７３は、所
定心拍（例えば、１心拍）分の超音波画像データを画像メモリ１５０内の所定の記憶領域
に保存する。
【００８０】
　ステップＳ２０６において、算出機能１７１は、所定の心時相（例えば、Ｒ波の時相）
において、生成された超音波画像データから両弁輪及び心尖の位置を検出する。例えば、
算出機能１７１は、教師あり機械学習アルゴリズムを用いて、２次元の超音波画像データ
に含まれる弁輪及び心尖の位置を検出する。
【００８１】
　ステップＳ２０７において、算出機能１７１は、検出した両弁輪及び心尖の位置に基づ
いて、長軸長を算出する。例えば、算出機能１７１は、両弁輪を結ぶ線分２３の中点と、
心尖の位置２２とを結ぶ線分２４の長さを、長軸長として算出する。
【００８２】
　ステップＳ２０８において、出力制御機能１７２は、並列表示ボタンの押下を受け付け
たか否かを判定する。なお、ステップＳ２０８が否定される場合には、出力制御機能１７
２は、ステップＳ２０９の処理を行わず、ステップＳ２０２の処理へ移行する。つまり、
超音波診断装置１は、略リアルタイムで超音波画像を表示しつつ、保存ボタンの押下を繰
り返し受け付ける。
【００８３】
　ステップＳ２０８が肯定されると、ステップＳ２０９において、出力制御機能１７２は
、保存済みの複数の超音波画像データを並列表示するとともに、長軸長が最も長いものを
強調表示する（図６参照）。例えば、表示領域４０には現在の超音波画像（ｃｕｒｒｅｎ
ｔ像）を略リアルタイムで表示しつつ、操作者の指示により保存された超音波画像（ｔｅ
ｍｐ１像、ｔｅｍｐ２像、及びｔｅｍｐ３像）を各表示領域４１～４３に表示する。
【００８４】
　ステップＳ２１０において、格納機能１７３は、いずれかの超音波画像が選択されたか
否かを判定する。例えば、格納機能１７３は、図６に示すｃｕｒｒｅｎｔ像、ｔｅｍｐ１
像、及びｔｅｍｐ２像のうち、いずれの超音波画像が選択されたかを判定する。なお、ス
テップＳ２１０が否定される場合には、格納機能１７３は、ステップＳ２１１の処理を行
わず、待機状態である。
【００８５】
　ステップＳ２１０が肯定されると、ステップＳ２１１において、格納機能１７３は、選
択された所定心拍（例えば、１心拍）分の超音波画像データを記憶回路１６０に格納する
。
【００８６】
　なお、図７は一例に過ぎない。例えば、上記の処理手順は、必ずしも上述した順序で実
行されなくてもよい。例えば、ステップＳ２０８の処理は、必ずしも実行されなくてもよ
い。つまり、出力制御機能１７２は、必ずしも並列表示ボタンの押下を受け付けなくても
、ステップＳ２０９の処理を行ってもよい。この場合、出力制御機能１７２は、格納機能
１７３により画像メモリ１５０に超音波画像データが保存されるごとに、保存された超音
波画像データを、ｔｅｍｐ１像、ｔｅｍｐ２像、及びｔｅｍｐ３像として順次表示する。
そして、出力制御機能１７２は、画像メモリ１５０に保存される超音波画像の長軸長同士
を比較して、強調表示を行う。
【００８７】
　上述してきたように、第２の実施形態に係る超音波診断装置１は、異なるタイミングで
撮像した３つ以上の断面を同時に表示する。これによれば、操作者は、被検体Ｐに対する
プローブの当て方を少しずつ変えながら得られた位置の異なる３つ以上の断面が同時に表
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示された画面を閲覧するだけで、長軸長が最長となる断面を特定することができる。言い
換えると、仮に、表示される断面が２つしかなければ、操作者は、長軸長の大小関係はわ
かっても、長軸長が最長となる断面はわからなかったが、第２の実施形態に係る超音波診
断装置１によれば、３つ以上の断面が同時に表示されるので、プローブの当て方が異なる
断面の候補の中から長軸長が最長となる断面を特定することができる。このため、超音波
診断装置１は、所望の断面を正確に得ることができる。
【００８８】
　また、例えば、臨床では様々な病態や画質の条件において、断面が撮像されるため、条
件によっては、心尖を通る断面の長軸長が最も長くなるとは限らない。このため、長軸長
のみでは、心尖を通る断面が得られない場合が考えられる。これに対して、第２の実施形
態に係る超音波診断装置１は、複数の断面が同時に表示されるので、操作者が複数の断面
を閲覧し、選択することができる。これによれば、操作者は、心尖内腔の尖り具合や心室
の形状等、長軸長以外の特徴についても考慮することができるので、心尖を通る断面を正
確に得ることができる。
【００８９】
　なお、第１の実施形態にて説明した内容は、複数の断面を同時に表示する点を除き、第
２の実施形態においても適用可能である。例えば、出力制御機能１７２は、図６のｃｕｒ
ｒｅｎｔ像上に、第１の実施形態で説明した画像３０を表示させてもよい。
【００９０】
（第３の実施形態）
　上記の実施形態では、長軸長が最長となる可能性がある断面を操作者に提示する場合を
説明した。しかしながら、実施形態はこれに限定されるものではない。例えば、超音波診
断装置１は、長軸長が最長ではない断面、つまり、心尖を通らない断面（斜め切り断面）
を操作者に通知してもよい。
【００９１】
　すなわち、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像を撮影する場合に、双方が共に心尖を通る断面として
撮影されれば、双方の長軸長は一致し、かつ、最長となるはずである。言い換えれば、双
方の長軸長が異なっていれば、少なくとも短い方の断面は心尖を通らないことがわかる。
そこで、第３の実施形態に係る超音波診断装置１は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像を撮影する場
合に、双方の長軸長を比較し、短い方の断面を通知することで、心尖を通らない断面を操
作者に通知するものである。
【００９２】
　第３の実施形態に係る超音波診断装置１は、図１に例示した超音波診断装置１と同様の
構成を備え、算出機能１７１、出力制御機能１７２、及び格納機能１７３における処理が
一部相違する。そこで、第３の実施形態では、第１の実施形態と相違する点を中心に説明
することとし、第１の実施形態において説明した構成と同様の機能を有する点については
、説明を省略する。なお、第３の実施形態では、超音波プローブ１１として１Ｄアレイプ
ローブが適用される場合を説明するが、２Ｄアレイプローブが適用されてもよい。
【００９３】
　第３の実施形態に係る格納機能１７３は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の超音波データをそれ
ぞれ画像メモリ１５０に保存する。例えば、操作者は、Ａ４Ｃ像が得られると考えられる
位置に超音波プローブ１１を動かし、Ａ４Ｃ像を撮影する指示を入力する（ボタンの押下
等）。これにより、格納機能１７３は、Ａ４Ｃ像の超音波画像データを画像メモリ１５０
に保存する。例えば、格納機能１７３は、指示が入力された時点で表示されている超音波
画像データを含む１心拍分の超音波画像データ群を、Ａ４Ｃ像の超音波画像データ群とし
て画像メモリ１５０内の所定の記憶領域に保存する。
【００９４】
　また、例えば、操作者は、Ａ２Ｃ像が得られると考えられる位置に超音波プローブ１１
を動かし、Ａ２Ｃ像を撮影する指示を入力する。これにより、格納機能１７３は、Ａ２Ｃ
像の超音波画像データを画像メモリ１５０に保存する。例えば、格納機能１７３は、指示
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が入力された時点で表示されている超音波画像データを含む１心拍分の超音波画像データ
群を、Ａ２Ｃ像の超音波画像データ群として画像メモリ１５０内の所定の記憶領域に保存
する。
【００９５】
　このように、格納機能１７３は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の超音波画像データをそれぞれ
画像メモリ１５０に保存する。なお、操作者は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像を再撮影すること
もできる。この場合、格納機能１７３は、格納機能１７３は、画像メモリ１５０内の所定
の記憶領域に保存済みの超音波画像データを新たな超音波画像データに更新する。
【００９６】
　第３の実施形態に係る算出機能１７１は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の超音波画像データの
それぞれについて、長軸長を算出する。例えば、算出機能１７１は、格納機能１７３によ
り画像メモリ１５０内の所定の記憶領域にＡ４Ｃ像の超音波画像データが保存されると、
保存された超音波画像データのうち、Ｒ波の時相の超音波画像データから両弁輪及び心尖
の位置を検出する。そして、算出機能１７１は、検出した両弁輪及び心尖の位置に基づい
て、長軸長を算出する。なお、算出機能１７１は、Ａ２Ｃ像の超音波画像データについて
も同様に、長軸長を算出する。
【００９７】
　第３の実施形態に係る出力制御機能１７２は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像のうち、長軸長が
短い方を強調表示する。
【００９８】
　図８は、第３の実施形態に係る出力制御機能１７２の処理を説明するための図である。
図８において、ディスプレイ１３の表示画面は、Ａ４Ｃ像を表示するための表示領域５０
と、Ａ２Ｃ像を表示するための表示領域５１と、ｃｕｒｒｅｎｔ像を表示するための表示
領域５５とを含む。なお、操作者は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の撮影を行う場合、ｃｕｒｒ
ｅｎｔ像を閲覧しながら超音波プローブ１１を操作し、撮影ボタンを押下する。これによ
り、操作者は、表示領域５０に表示されるＡ４Ｃ像と、表示領域５１に表示されるＡ２Ｃ
像とを撮影する。
【００９９】
　図８に示すように、出力制御機能１７２は、算出機能１７１により算出されたＡ４Ｃ像
及びＡ２Ｃ像の長軸像を比較する。ここで、例えば、Ａ４Ｃ像の長軸長の方がＡ２Ｃ像の
長軸長よりも短い場合には、出力制御機能１７２は、Ａ４Ｃ像を強調表示する。図８に示
す例では、出力制御機能１７２は、表示領域５０を囲む枠線を太くすることで、強調表示
する。
【０１００】
　また、例えば、出力制御機能１７２は、算出機能１７１により算出される長軸を表す線
分５２，５３を画像として表示する。ここで、線分５２は、Ａ４Ｃ像における長軸の画像
であり、線分５３は、Ａ２Ｃ像における長軸の画像である。これにより、操作者は、Ａ４
Ｃ像及びＡ２Ｃ像の長軸長を線分の長さによって直感的に把握することができる。
【０１０１】
　また、例えば、出力制御機能１７２は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の長軸長の差分値を、数
値情報５４として表示する。ここで、「ｄｉｆｆ」は、差分値を表し、「＝ＸＸ」は、差
分値を数値で表す情報である。具体的には、出力制御機能１７２は、「０．２２ｃｍ」等
、差分値をディスプレイ１３の表示画面上に表示する。これにより、操作者は、現在の長
軸長を数値として正確に把握することができる。
【０１０２】
　図９は、第３の実施形態に係る超音波診断装置１による処理手順を示すフローチャート
である。図９に示す処理手順は、例えば、超音波プローブ１１が被検体Ｐの体表面に当接
された状態において、Ｂモード撮影を開始する旨の指示を操作者から受け付けることによ
り開始される。なお、ステップＳ３０１～Ｓ２０３の処理は、図４に示したステップＳ１
０１～Ｓ１０３の処理と同様であるので、説明を省略する。
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【０１０３】
　ステップＳ３０４において、格納機能１７３は、Ａ４Ｃ像を撮影する指示を受け付けた
か否かを判定する。例えば、操作者は、Ａ４Ｃ像が得られると考えられる位置に超音波プ
ローブ１１を動かし、Ａ４Ｃ像を撮影する指示を入力する。これにより、格納機能１７３
は、Ａ４Ｃ像を撮影する指示を操作者から受け付ける。なお、ステップＳ３０４が否定さ
れると、格納機能１７３は、ステップＳ３０７に移行する。
【０１０４】
　ステップＳ３０４が肯定されると、ステップＳ３０５において、格納機能１７３は、Ａ
４Ｃ像の超音波画像データを画像メモリ１５０に保存する。例えば、格納機能１７３は、
Ａ４Ｃにおいて、所定心拍（例えば、１心拍）分の超音波画像データを画像メモリ１５０
内の所定の記憶領域に保存する。このとき、出力制御機能１７２は、保存された超音波画
像データに基づいて、Ａ４Ｃ像をディスプレイ１３の所定の表示領域に表示させる。なお
、Ａ４Ｃ像が再撮影された場合には、格納機能１７３は、画像メモリ１５０内の所定の記
憶領域に保存済みの超音波画像データを新たな超音波画像データに更新する。
【０１０５】
　ステップＳ３０６において、算出機能１７１は、Ａ４Ｃ像の長軸長を算出する。例えば
、算出機能１７１は、Ａ４Ｃ像から両弁輪及び心尖の位置を検出し、検出した両弁輪及び
心尖の位置に基づいて、長軸長を算出する。
【０１０６】
　ステップＳ３０７において、格納機能１７３は、Ａ２Ｃ像を撮影する指示を受け付けた
か否かを判定する。例えば、操作者は、Ａ２Ｃ像が得られると考えられる位置に超音波プ
ローブ１１を動かし、Ａ２Ｃ像を撮影する指示を入力する。これにより、格納機能１７３
は、Ａ２Ｃ像を撮影する指示を操作者から受け付ける。なお、ステップＳ３０７が否定さ
れると、格納機能１７３は、ステップＳ３０２に移行する。
【０１０７】
　ステップＳ３０７が肯定されると、ステップＳ３０８において、格納機能１７３は、Ａ
２Ｃ像の超音波画像データを画像メモリ１５０に保存する。例えば、格納機能１７３は、
Ａ２Ｃにおいて、所定心拍（例えば、１心拍）分の超音波画像データを画像メモリ１５０
内の所定の記憶領域に保存する。このとき、出力制御機能１７２は、保存された超音波画
像データに基づいて、Ａ２Ｃ像をディスプレイ１３の所定の表示領域に表示させる。なお
、Ａ２Ｃ像が再撮影された場合には、格納機能１７３は、画像メモリ１５０内の所定の記
憶領域に保存済みの超音波画像データを新たな超音波画像データに更新する。
【０１０８】
　ステップＳ３０９において、算出機能１７１は、Ａ２Ｃ像の長軸長を算出する。例えば
、算出機能１７１は、Ａ２Ｃ像から両弁輪及び心尖の位置を検出し、検出した両弁輪及び
心尖の位置に基づいて、長軸長を算出する。
【０１０９】
　ステップＳ３１０において、出力制御機能１７２は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の長軸長が
算出されているか否かを判定する。なお、ステップＳ３１０が否定されると、ステップＳ
３０２の処理に移行する。つまり、超音波診断装置１は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の長軸長
が算出されるまで、ステップＳ３０２～Ｓ３０９の処理を繰り返し実行する。
【０１１０】
　ステップＳ３１０が肯定されると、ステップＳ３１１において、出力制御機能１７２は
、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像のうち、長軸長が短い方を強調表示する。図８に示すように、例
えば、Ａ４Ｃ像の長軸長の方がＡ２Ｃ像の長軸長よりも短い場合には、出力制御機能１７
２は、Ａ４Ｃ像を強調表示する。
【０１１１】
　ステップＳ３１２において、格納機能１７３は、撮影の終了ボタンが押下されたか否か
を判定する。なお、ステップＳ３１２が否定されると、格納機能１７３は、ステップＳ３
０２の処理に移行する。
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【０１１２】
　つまり、操作者は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像について、所望の断面が得られるまで、図８
に例示した表示画面を参照しながら、超音波プローブ１１の位置及び角度を変えてＡ４Ｃ
像及びＡ２Ｃ像の再撮像を行うことができる。例えば、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の長軸長の
うち、いずれか一方が短ければ、操作者は、短い方の断面の位置及び角度を変えて、再度
断面の撮影を行う。
【０１１３】
　具体的には、操作者は、Ａ４Ｃ像の長軸長がＡ２Ｃ像の長軸長よりも短い場合には、Ａ
４Ｃ像の断面について、超音波プローブ１１の位置及び角度を変更する。ここで、Ａ４Ｃ
像とＡ２Ｃ像とは長軸を軸として約６０度（ないし１２０度）回転している。そこで、Ａ
４Ｃ像を基準として直交する（９０度回転させた）断面を概Ａ２Ｃ像として抽出している
場合においては、操作者は、超音波プローブ１１の位置を断面に垂直な方向において移動
させるのが好ましい（以下、本実施形態と第４の実施形態においては、概Ａ２Ｃ像を単に
Ａ２Ｃ像と称する）。そして、操作者は、移動後の位置でＡ４Ｃ像を再撮影する。このと
き、出力制御機能１７２は、再撮影したＡ４Ｃ像の長軸長と、Ａ２Ｃ像の長軸長と比較し
、長軸長が短い方を強調表示する。
【０１１４】
　ここで、Ａ４Ｃ像の長軸長がＡ２Ｃ像の長軸長より長くなっている場合には、操作者は
、次に、Ａ２Ｃ像の断面について、超音波プローブ１１の位置及び角度を変更する。一方
、Ａ４Ｃ像の長軸長がＡ２Ｃ像の長軸長より短いままの場合には、操作者は、再び、Ａ４
Ｃ像の断面について、超音波プローブ１１の位置及び角度を変更する。また、Ａ４Ｃ像の
長軸長がＡ２Ｃ像の長軸長と同程度である場合には、操作者は、いずれの断面についても
心尖を通る断面が得られたものと判断する。
【０１１５】
　なお、最初に撮影したＡ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像において、双方の長軸長が同程度である場
合がある。この場合、双方の長軸長が最長でないにもかかわらず、偶然に一致した可能性
が考えられる。このため、このような場合であっても、操作者は、双方の断面について、
断面を変更して長軸長を比較する操作を、少なくとも１回ずつ行うことが好ましい。
【０１１６】
　ステップＳ３１２が肯定されると、ステップＳ３１３において、格納機能１７３は、Ａ
４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の超音波画像データを記憶回路１６０に保存する。
【０１１７】
　なお、図９は一例に過ぎない。例えば、上記の処理手順は、必ずしも上述した順序で実
行されなくてもよい。例えば、ステップＳ３０６，Ｓ３０９において、Ａ４Ｃ像及びＡ２
Ｃ像の長軸長を算出する処理は、ステップＳ３０１の処理の後に実行されてもよい。
【０１１８】
　このように、第３の実施形態に係る超音波診断装置１は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像を撮影
し、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の長軸長のうち、短い方を操作者に通知する。これにより、操
作者は、変更すべき断面がわかるので、その断面を撮像する超音波プローブ１１の位置及
び角度を変更することができる。
【０１１９】
（第３の実施形態の変形例）
　上記第３の実施形態において、更に、過去の検査で撮影された画像を同時に表示しても
よい。
【０１２０】
　図１０は、第３の実施形態の変形例に係る出力制御機能１７２の処理を説明するための
図である。図１０において、ディスプレイ１３の表示画面は、現在の検査のＡ４Ｃ像を表
示するための表示領域５０と、現在の検査のＡ２Ｃ像を表示するための表示領域５１と、
過去の検査のＡ４Ｃ像を表示するための表示領域６０と、過去の検査のＡ２Ｃ像を表示す
るための表示領域６１とを含む。
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【０１２１】
　図１０に示すように、出力制御機能１７２は、現在の検査において画像生成部１４０に
よって生成されたＡ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像を表示領域５０，５１にそれぞれ表示するととも
に、過去の検査において撮影されたＡ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像を表示領域６０，６１にそれぞ
れ表示する。なお、各表示領域５０，５１，６０，６１にそれぞれ表示される画像は、あ
る心時相（例えば、Ｒ波の時相）の静止画であってもよいし、所定心拍（例えば、１心拍
）分の複数の画像が連続表示（動画表示）される場合であってもよい。
【０１２２】
　また、例えば、出力制御機能１７２は、各表示領域５０，５１，６０，６１に所定心拍
（例えば、１心拍）分の複数の画像が連続表示される場合には、被検体Ｐから検知される
心電信号に基づいて、同時に表示される４つの画像の心周期を同期させる。ここで、過去
の検査において撮影されたＡ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像については、記憶されている各画像は、
心電波形におけるタイミングを表す情報が付与されている。例えば、出力制御機能１７２
は、各表示領域５０，５１において、心電計１４から取得される心電波形に対応する画像
（Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像）を順次表示する。また、出力制御機能１７２は、過去の検査に
おいて撮影されたＡ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像について、各表示領域５０，５１に表示される画
像の心電波形に対応するタイミングの画像を順次表示する。これにより、出力制御機能１
７２は、同時に表示される４つの画像の心周期を同期させる。
【０１２３】
　このように、第３の実施形態の変形例において、超音波診断装置１は、現在の検査で撮
影された画像とともに、過去の検査で撮影された画像を同時に表示する。これにより、操
作者は、現在の検査の断面と、過去の検査の断面とを並べて閲覧することができるので、
過去の検査の断面と同様の断面を容易に得ることができる。例えば、過去の検査と今回の
検査で操作者が異なっていても、現在の検査の操作者は、過去の検査の断面と同様の断面
を容易に得ることができる。
【０１２４】
　なお、第１、第２の実施形態にて説明した内容は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像のうち短い方
の断面を通知する点を除き、第３の実施形態においても適用可能である。例えば、出力制
御機能１７２は、略リアルタイムで表示される現在の超音波画像上に、第１の実施形態に
て説明した画像３０を表示してもよい。
【０１２５】
　また、上記第３の実施形態では、超音波プローブ１１として１Ｄアレイプローブが適用
される場合を説明したが、２Ｄアレイプローブが適用されてもよい。２Ｄアレイプローブ
が適用される場合、例えば、操作者は、一度の操作でＡ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の初期断面を
撮影可能である。なお、この場合にもいても、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の長軸長を比較し、
短い方の断面を変更する操作は、上述した説明と同様である。
【０１２６】
　また、上記第３の実施形態では、出力制御機能１７２が、長軸長が短い方の断面を操作
者に通知する場合を説明したが、長い方を通知してもよい。この場合にも、操作者は、変
更すべき断面（長軸長が短い方の断面）を認識できるので、上述した操作が可能となる。
【０１２７】
（第４の実施形態）
　上記の実施形態では、心尖を通る断面が得られたか否かの判断の指標となる情報を操作
者に通知することで、操作者が断面を変更する場合を説明したが、実施形態はこれに限定
されるものではない。例えば、超音波診断装置１が自動的に断面を変更し、適切な断面を
操作者に提示する場合であってもよい。
【０１２８】
　図１１は、第４の実施形態に係る超音波診断装置の構成例を示すブロック図である。第
４の実施形態に係る超音波診断装置１は、図１に例示した超音波診断装置１と同様の構成
を備え、超音波プローブ１１が２Ｄアレイプローブである点と、処理回路１７０が走査制
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御機能１７４を更に実行する点と、算出機能１７１、出力制御機能１７２、及び格納機能
１７３における処理の一部が相違する。そこで、第４の実施形態では、第１の実施形態と
相違する点を中心に説明することとし、第１の実施形態において説明した構成と同様の機
能を有する点については、図１と同一の符号を付し、説明を省略する。
【０１２９】
　走査制御機能１７４は、処理回路１７０が走査制御機能１７４に対応するプログラムを
記憶回路１６０から読み出し実行することで、実現される機能である。走査制御機能１７
４は、Ａ４Ｃ像の長軸長とＡ２Ｃ像の長軸長との差異が小さくなるように、Ａ４Ｃ像及び
Ａ２Ｃ像の断面の位置を変更した超音波走査を超音波プローブ１１に行わせる。例えば、
走査制御機能１７４は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の長軸長のうち、Ａ４Ｃ像の長軸長が短い
場合には、Ａ４Ｃ像の断面の位置を変更した超音波走査を超音波プローブ１１に行わせる
。また、走査制御機能１７４は、Ａ２Ｃ像の長軸長が短い場合には、Ａ２Ｃ像の断面の位
置を変更した超音波走査を超音波プローブ１１に行わせる。以下、図１２を用いて、走査
制御機能１７４の処理を説明する。
【０１３０】
　図１２は、第４の実施形態に係る超音波診断装置１による処理手順を示すフローチャー
トである。図１２に示す処理手順は、例えば、２Ｄアレイプローブである超音波プローブ
１１が被検体Ｐの体表面に当接された状態において、ｂｉ－ｐｌａｎｅ　２Ｄ撮影を開始
する旨の指示を操作者から受け付けることにより開始される。
【０１３１】
　ステップＳ４０１において、処理回路１７０は、ｂｉ－ｐｌａｎｅ　２Ｄ撮影を開始す
る。例えば、処理回路１７０は、ｂｉ－ｐｌａｎｅ　２Ｄ撮影を開始する旨の指示を操作
者から受け付けると、ｂｉ－ｐｌａｎｅ　２Ｄ撮影を開始する。なお、ステップＳ４０１
が否定される場合には、処理回路１７０は、撮影を開始せず、待機状態である。
【０１３２】
　ステップＳ４０１が肯定されると、ステップＳ４０２において、超音波プローブ１１は
、概直交２断面の超音波走査を行う。
【０１３３】
　ステップＳ４０３において、画像生成回路１４０は、概直交２断面の超音波画像データ
を生成する。そして、出力制御機能１７２は、画像生成回路１４０により生成された超音
波画像データに対応するｂｉ－ｐｌａｎｅ　２Ｄ画像（概直交する２つの超音波画像）を
表示する。ここで、操作者は、表示されたｂｉ－ｐｌａｎｅ　２Ｄ画像がＡ４Ｃ像及びＡ
２Ｃ像に対応するように、超音波プローブ１１の位置及び角度を変更する。そして、操作
者は、概ねＡ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像が得られているであろうと判断すると、超音波プローブ
１１の位置及び角度を固定し、ステップＳ４０４以降の処理を開始する。
【０１３４】
　ステップＳ４０４において、算出機能１７１は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像から両弁輪及び
心尖の位置をそれぞれ検出する。
【０１３５】
　ステップＳ４０５において、算出機能１７１は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の長軸長を初期
長軸長としてそれぞれ算出する。
【０１３６】
　ステップＳ４０６において、走査制御機能１７４は、Ａ４Ｃ像の初期長軸長とＡ２Ｃ像
の初期長軸長との第１差分値を算出する。なお、第１差分値は、Ａ４Ｃ像の初期長軸長と
Ａ２Ｃ像の初期長軸長との差の絶対値である。
【０１３７】
　ステップＳ４０７において、走査制御機能１７４は、初期長軸長が短い方の断面の位置
を変更しながら超音波走査を実行させ、第１差分値が最小となる位置で断面を決定する。
例えば、Ａ４Ｃ像の初期長軸長が短い場合には、走査制御機能１７４は、Ａ４Ｃ像の断面
の位置及び角度を変更し、変更した断面にて超音波プローブ１１に超音波走査を行わせる
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。ここで、例えば、走査制御機能１７４は、Ａ４Ｃ像の断面の位置及び角度を、Ａ２Ｃ像
の断面に垂直な向きで変更させる。そして、走査制御機能１７４は、断面を変更するごと
に、変更後の断面から算出される長軸長を用いて第１差分値を算出する。そして、走査制
御機能１７４は、第１差分値が最小となる位置で、Ａ４Ｃ断面を決定する。
【０１３８】
　ステップＳ４０８において、走査制御機能１７４は、初期長軸長が長い方の断面の位置
を変更しながら超音波走査を実行させ、第１差分値が最小となる位置で断面を決定する。
例えば、Ａ２Ｃ像の初期長軸長が長い場合には、走査制御機能１７４は、Ａ２Ｃ像の断面
の位置及び角度を変更し、変更した断面にて超音波プローブ１１に超音波走査を行わせる
。ここで、例えば、走査制御機能１７４は、Ａ２Ｃ像の断面の位置及び角度を、Ａ４Ｃ像
の断面に垂直な向きで変更させる。そして、走査制御機能１７４は、断面を変更するごと
に、変更後の断面から算出される長軸長を用いて第１差分値を算出する。そして、走査制
御機能１７４は、第１差分値が最小となる位置で、Ａ２Ｃ断面を決定する。
【０１３９】
　ステップＳ４０９において、走査制御機能１７４は、初期長軸長が長い方の断面につい
て、初期長軸長と現在の長軸長との第２差分値を算出する。例えば、Ａ２Ｃ像の初期長軸
長が短い場合には、走査制御機能１７４は、ステップＳ４０６の処理により算出されたＡ
２Ｃ像の初期長軸長と、ステップＳ４０８の処理により算出されたＡ２Ｃ像の長軸長との
差の絶対値を、第２差分値として算出する。
【０１４０】
　ステップＳ４１０において、走査制御機能１７４は、第２差分値が閾値未満か否かを判
定する。なお、ステップＳ４１０が否定される場合には、走査制御機能１７４は、ステッ
プＳ４０７の処理へ移行する。ここで、第２差分値が閾値未満か否かを判定するのは、長
い方の長軸長の変動が少なければ、十分に長い長軸が得られていると考えられるからであ
る。
【０１４１】
　ステップＳ４１０が肯定されると、ステップＳ４１１において、走査制御機能１７４は
、処理終了を通知する。つまり、走査制御機能１７４は、ステップＳ４０７，Ｓ４０８の
処理により決定した２断面を、Ａ４Ｃ像及びＡ４Ｃ像の断面として決定する。そして、例
えば、格納機能１７３は、決定されたＡ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の超音波画像データを記憶回
路１６０に保存する。
【０１４２】
　このように、第４の実施形態に係る超音波診断装置１は、Ａ４Ｃ像の長軸長とＡ２Ｃ像
の長軸長との差異が小さくなるように、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像の断面の位置を自動的に変
更し、差異が小さくなる位置の断面を操作者に提示する。これによれば、操作者は、超音
波プローブ１１を被検体Ｐの体表面に当接させた位置において保持している間に得られる
断面のうち、最も長軸長が長い断面を自動的に得ることができる。
【０１４３】
　なお、第１、第２の実施形態にて説明した内容は、Ａ４Ｃ像及びＡ２Ｃ像のうち短い方
の断面を通知する点を除き、第３の実施形態においても適用可能である。例えば、出力制
御機能１７２は、略リアルタイムで表示される現在の超音波画像上に、第１の実施形態に
て説明した画像３０を表示してもよい。
【０１４４】
（その他の実施形態）
　上述した実施形態以外にも、種々の異なる形態にて実施されてもよい。
【０１４５】
　例えば、図示した各装置の各構成要素は機能概念的なものであり、必ずしも物理的に図
示の如く構成されていることを要しない。すなわち、各装置の分散・統合の具体的形態は
図示のものに限られず、その全部又は一部を、各種の負荷や使用状況等に応じて、任意の
単位で機能的又は物理的に分散・統合して構成することができる。更に、各装置にて行な
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われる各処理機能は、その全部又は任意の一部が、ＣＰＵ及び当該ＣＰＵにて解析実行さ
れるプログラムにて実現され、或いは、ワイヤードロジックによるハードウェアとして実
現され得る。
【０１４６】
　また、第１の実施形態～第４の実施形態及び変形例において説明した各処理のうち、自
動的に行なわれるものとして説明した処理の全部又は一部を手動的に行なうこともでき、
或いは、手動的に行なわれるものとして説明した処理の全部又は一部を公知の方法で自動
的に行なうこともできる。この他、上記文書中や図面中で示した処理手順、制御手順、具
体的名称、各種のデータやパラメータを含む情報については、特記する場合を除いて任意
に変更することができる。
【０１４７】
　また、第１の実施形態～第４の実施形態及び変形例で説明した超音波診断装置の制御方
法は、予め用意された制御プログラムをパーソナルコンピュータやワークステーション等
のコンピュータで実行することによって実現することができる。この制御プログラムは、
インターネット等のネットワークを介して配布することができる。また、この超音波イメ
ージング方法は、ハードディスク、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ
、ＤＶＤ等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録され、コンピュータによって
記録媒体から読み出されることによって実行することもできる。
【０１４８】
　以上説明した少なくともひとつの実施形態によれば、所望の断面を正確に得ることがで
きる。
【０１４９】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【０１５０】
　　　１　　　超音波診断装置
　　１１　　　超音波プローブ
　１４０　　　画像生成回路
　１７１　　　算出機能
　１７２　　　出力制御機能
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